
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◇３月の地区別補導委員連絡協議会 

◇あすなろ教室【学校適応指導教室】体験活動等について 
12月 13日(火)は、音楽の体験活動とし

て、ハンドベルによる合奏を行いました。
一人ひとりが一つの音階を担当し、クリス
マスにちなんだ曲を、みんなで呼吸を合わ
せて演奏でき
た時には、自
然と歓声があ

がりました。
この活動を通

して、協力して一つのものを作り上げるという喜びを感じて
くれたのではないかと思いました。 (右写真参照)。 

地区名 開催日 地区名 開催日 地区名 開催日 
早岐 ２日 清水 ７日 大野 ７日 
日宇 ２日 光海・愛宕 ６日 吉井・世知原 ２日(世知原) 

福石・山澄 ７日 相浦 ７日 小佐々 ２日 
祗園 ７日 中里 ６日 江迎・鹿町 ７日 

  青少年教育センター だより 
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◇現場補導（愛のひと声）状況報告より 
 

一般・学校補導委員には、各地区補導委員連絡協議会において、実施した 

補導活動の報告を毎月提出していただくことになっています。その報告から 

１２月の状況をお伝えいたします。 
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・12 月 18 日に轟バス停前の貸倉庫から大きなイノシシ出現の情報がありまし 

た。警察にも対応していただきました。(福石補連) 

・山道でイノシシと会いました。気をつけてほしいと思います。(光海・愛宕補連) 
・木風公園に中学３年生男子２名が上半身裸で遊んでいたので、服を着て遊ぶよう注意した
ところ、素直に従ってくれました。(山澄補連) 

・潮見公園でごみが散乱しているので、その児童へ注意しました。(山澄補連) 
・朝見守り活動をしていますが、小学生が元気よく挨拶をしてくれます。(清水補連) 

・小学校から五差路へ下る道路で、ほとんどの児童が歩道の白線の内側を歩いている中、４，
５人の男子が道路の中央まで飛び出していたので、「前から車が来るから危ないよ。白線
から出ないように」と声かけをしました。(祇園補連) 

・縄跳びをしながら横断歩道を渡ろうとしている児童がいたので、「危ないよ」と声をかけ
ました。(山澄補連) 

・小学校高学年の児童 2 人がノーヘルで自転車に乗っていたので注意しました。(中里補連) 

・ノーヘルで自転車に乗っていた小・中・高校生男子に、ヘルメットを着用するよう声かけ
をしました。(吉井・世知原補連) 

・冬休みに、中学校の生徒が校庭に遊びに来ていて、ごみを散らかしていました。その中に
タバコの吸い殻もあり心配しています。学校には連絡しました。(小佐々補連) 

・國津祖神社境内に、たばこの吸い殻の投棄が散見されました。神社は閑散な場所にあり、
訪れる人もほとんどいないので、心配な状況です。今後も重点的に巡回します。また、自
動車学校付近で、たばこの吸い殻がちらほら見つかりました。(相浦・日野補連) 

12/13(火)音楽(ハンドベル) 
12/15(木)スポーツ活動 
12/22(木)大掃除 
12/23(金)３学期終業式を受けて、所長講話 
1/10(火)３学期始業式を受けて、所長講話 
1/12(木)書初め 
1/17(火)コラージュ 
1/19(木)少年科学館訪問 
 



１月 10日(火)は、あすなろ教室も新年初めての通級日でした。
川口所長からの講話では、「信」という漢字を紹介され、特に今年
度多く通級している中学３年生に向けて「最後は、自分を信じて取

り組み、進路実現を果たしてほしいと思います。応援していま
す。」との話がありました。さらに所長から、合格祈願をした鉛筆
が配られました。受け取った中学３年生は、嬉しそうに受け取り、
進学に向けて決意を新たにしていました。 

◇「みんなの居場所」あすなろ教室・サテライトあすなろ教室

～実施状況について～ 

当センターには、学校に足の向かない児童生徒の居場所として、小集団活動や体験活動

を通して、集団に適応する力を育みながら、学校復帰及び社会的自立を目指す、あすなろ

教室(学校適応指導教室)があります。上の表は、ここ５年間のあすなろ教室通級児童生徒

数ですが、約３倍と急増しました。特に小学生の増加が顕著です。令和３年度佐世保市の

不登校児童数は約 500人あまりでしたので、当センターには、約３割の不登校児童生徒が

通級したことになります。今年度も 12月末現在ですでに 114名の児童生徒が通級してお

ります。これからも、多種多様な悩みを抱え、学校に足の向かない児童生徒の「居場所」

として、また、心のエネルギーを蓄え、次のステップとして、学校への再登校や社会への

一歩を踏み出せるよう、支援していきたいと考えています。 

  また、住まいが遠方であるためあすなろ教室の利用が難しいという児童生徒・保護者に

は、令和３年度より最寄りのコミュニティセンター等を利用して「サテライトあすなろ教

室」を実施しています。上の表のように、今年度も多くの地区において、すでに 105回の

開設を行い、合計 23名の児童生徒が利用しました。12月末現在、すでに昨年度の通級児

童生徒数を上回っております。これからも、児童生徒・保護者の願いや思いに寄り添える

ような取組を進めていきたいと考えます。ご利用のご希望がありましたら、お気軽に当セ

ンターまでお問い合わせください。    佐世保市青少年教育センター Tel 22-0781 



  

 


